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令和７年１０月３１日  ３０年中間貯蔵施設地権者会 会長 門馬 好春    

本年９月中旬からの主な活動内容を第３２回会報としてお届けさせて頂きました。 

朝晩冷え込んできましたので、風邪などにご留意下さいますようお願い申し上げます。 

１．【第１３回 環境省説明会開催のお知らせ】 

１２月３日（水）１３時からリンクル大熊で開催する運びとなりました。２０４５年３月１２日以内

に中間貯蔵施設の汚染土は福島県外最終処分場に搬出完了して、原状回復のうえ事業

終了する約束になっています。また不条理な用地補償問題と熊等の猛獣対策や火災防

止対策のための除草・伐採要請につきましても皆さまと共に環境省に対し見直しと実行を

求めてまいりたいと思います。「８頁に環境省からの通知文書写しを掲載」 

会員の皆さまのご理解・ご協力・ご参加につきましてよろしくお願いいたします。 

２．【汚染土の行方について意見交換会】 

１０月１８日双葉町の伝承館で汚染土の行方について意見交流会を会場とオンラインで開

催いたしました。「主催は原子力災害考証館 furusato」初めに東北大学名誉教授吉原直

樹先生の講演、続いてオンラインで龍谷大学教授大島堅一先生の講演のあと、門馬会

長と大熊未来塾木村紀夫代表の話に続き、参加者の皆さまから汚染土の行方に関する

様々なご意見を頂きました。そして門馬幸治顧問からは、地権者として両親が苦労の末

に田んぼを増やし耕してきた思いに続き、２０４５年３月までに汚染土を県外に搬出し事業

を終了させることが国の責務であると説明しました。 
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会場とオンラインでも多くの方にご参加いただき、今後もますます大事な交流会としていき

たいと思います。またテレビ新聞各社の取材を頂きました。テレビユー福島で放送され、

今後福島放送でも放送予定です。 

３．【その他】 

①１０月９日門馬会長相馬高校放送局顧問と生徒さんと「復興再生土」について交流 

②１１月５日第２８回中間貯蔵施設環境安全委員会１３時３０分からクレバ大熊で開催 

③１１月８日９日第３回放射線防護民主化フォーラム二本松で開催「門馬会長も報告」 

４．【写 真】                                                                                                       

「１０月１８日放送テレビユー福島の一コマ」       「同左 吉原直樹先生の講演の様子」 

 

「１０月１８日放送テレビユー福島会場の様子」     「同左 門馬会長の話の様子」 
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「１０月１９日福島民報 伝承館意見交換会」  

 

「１０月２０日福島民友 伝承館意見交換会」 
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「１０月２３日河北新報 伝承館意見交換会」    
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 「９月２日龍谷大学との交流９月７日毎日新聞」  
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「９月２日龍谷大学との交流９月１５日朝日新聞」 
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「伝承館意見交換会デビューポスター」 

 

皆さまこの不条理を多くの方に知って頂くため、近くの図書館に「未来へのバトン」の購入依頼を宜しくお願い致します。 
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 「環境省からの通知文書」 

 

以 上 

 


